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平成２１年 4 月１2 日(日)   
受付開始 午後２時 30 分鳥越の宿「三楽園」 

  
お茶席で、受付をされた招待者の皆様をおもてなし致し 

ました。終わられた方から、おりしも桜が満開の暖かい春

の日差しを浴びて、庄川河畔を 10 分ほど歩いて頂き、式

典会場の「庄川ふれあいプラザ」まで、ご案内しました。 

  
①創立 30 周年記念式典 
開会 午後 3 時 30 分 庄川ふれあいプラザ 
 坂井彦就会員の司会で、定刻通り記念式典が始まりまし

た。 

  
１．点鐘 小西勝会長 

２．開会の言葉 高瀬顕正幹事 

  

３．国歌斉唱「君が代」 

４．ロータリーソング「奉仕の理想」 

５．開会の挨拶 横山豊介実行委員長：「30 年前の思い出

で、チャーターナイト前日リハーサルのときに福光大

火があった。小さいながらも 30 周年を迎えることが

出来、大変嬉しい。これからも宜しく。」 

  

６．ご来賓の紹介 小西勝会長：「高柳功国際ロータリー

第 2610 地区ガバナーをはじめ、津田達雄パストガバ

ナー、池田茂第 3 分区ガバナー補佐、向井司朗第 4

分区ガバナー補佐、スポンサークラブの市堰豊砺波

RC 会長、西川雄策パストガバナー補佐の 6 名の特別

招待者と、富山第 3･4 分区会長幹事の紹介。」     

７．物故会員追悼（黙祷）：脇本孝人会員（2001 年 5 月

15 日）、竹部琳昌会員（2002 年 8 月 17 日）、太田信

良会員（2003 年 10 月 22 日）、山水孝信会員（2007

年 10 月 28 日）の 4 名のご遺徳を偲び、黙祷しまし

た。 

８．歓迎の挨拶 小西勝会長：「30 周年を迎え、気持ちを

新たにしている。10周年は幼年期、20周年は青年期、

30 周年は飛躍の時期のはずが、地区内にはガバナー

補佐を受けられず迷惑をかけた小さなクラブと認識

されている。しかし、独自の奉仕活動でその存在感は

確固たるものと自負している。一つは南砺の山々を守

る活動、一つは水道水フロリデーションの推進の活動

である。これからも 40 周年に向け、気持ちを新たに

頑張る。」 

  

９．「30 年の歩み」回想 横山豊介実行委員長：「30 年

前に、砺波 RC から移籍を含むチャーターメンバー36

名でスタート。1 年後の瑞泉寺のチャーターナイトは

素晴らしかったと好評頂いた。虎の間の 100 点の作

品を並べた井波美術展や中庭でのお茶席、境内での婦

人会の踊りや青年団の木遣り踊り、また、池田弥三郎

先生の「言葉の中の男と女」の記念講演は、今でも忘

れられない。これからは、創立時の 36 名を目指し、

会員増強を図り、独自の奉仕活動を地域に訴えて生き
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たい。30 周年記念事業も創立以来の「ごみゼロ運動」

の一環で、環境保護の意味をこめた看板を設置。業は

様々なれど、奉仕と親睦をモットーに、手に手つない

で、年輪を重ねたい。」 

  

１０． 記念事業の披露 三谷貴志夫記念事業委員

長：「庄川水記念公園の川べりに、我々井波庄川ロー

タリークラブが、創立以来行っている『ごみゼロ運動』

をさらに進め、水を綺麗に、環境保護を訴えて看板を

設置した。『水は命の源 美しいまま、海へ･･･』と記

し、30 周年の誓いとします。」 

  

  

１１． 在籍 30 年会員表彰 小西勝会長より、7 代会

長・木村英典会員、6 代会長・横山豊介会員、15・27

代会長・横川正希会員の 3 名に、表彰状と記念品の授

与を行った。また、あわせて、真田博美事務局員に、

日頃の感謝を込め、金一封を贈呈した。 

１２． 祝辞 高柳功第 2610 地区ガバナー：「30 周年

おめでとう。貴 RC には、高名な芸術家が多く地区内

でも存在感がある。30 年の中で、多くの奉仕活動を

され、特に南砺の山々を守る活動は地域の人々に多く

の感動を与え共感を呼ぶ。公式訪問で、山の立ち枯れ

問題やむし歯予防の奉仕活動を聞き、ロータリーの超

我の奉仕の理念が、会員個々に根付いていると感動し

た。また、劇団「はぐるま」の活動もユニーク。昨今

の社会状況を見ると、貴 RC の超我の奉仕の理念が必

要で、更に前進されることを期待する。」 

  

１３． 祝辞 津田達雄第 2610 地区パストガバナー：

「奉仕と親睦の理想的な貴 RC の 30 周年を祝福し、

さらに仲良く、40 周年に向かって前進を望む。」 

  

１４． 閉会の言葉 河合耕一副会長 

１５． 閉会点鐘 小西勝会長 

この後、出席者全員で、記念撮影をしました。その後、

水記念公園横の合口堰堤の庄川河畔の柵に、取り付けた

30 周年記念事業の看板除幕式に、移動しました。

 
②創立 30 周年記念事業：看板除幕式 
開式 午後４時 50 分 庄川水記念公園付近 

30 周年記念事業の看板除幕式では、小西勝会長、高柳

功ガバナー、横山豊介実行委員長、三谷貴志夫記念事業委

員長、木村英典・横川正希両 30 周年受賞者の 6 名の方が、

テープカットをされました。（表紙の富山新聞記事を参照） 

その後、マイクロバスで、祝賀会会場の鳥越の宿「三楽

園」へ移動していただきました。 
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③創立 30 周年記念祝賀会 
開宴 午後５時 30 分鳥越の宿「三楽園」 
 坂井彦就祝宴委員長が、記念式典に引き続き司会をして、

祝賀会が始まりました。 

１．開宴の挨拶 横山豊介実行委員長：「ちょうど桜が満

開の庄川河畔、この三楽園での祝賀会で皆さんをお招

きし、大変嬉しいです。ゆっくりご歓談下さい。」 

２．乾杯 高柳功第 2610 地区ガバナー：「30 周年、大変

おめでとう御座います。これからも、40 周年に向け

て頑張って下さい。乾杯。」 

  

３． お祝いのスピーチ 池田茂富山第 3 分区ガバナー補佐：

「30 周年にお招き頂き有難う御座います。何回か貴

RC を訪問し、活動が小さいクラブなりの良い所を勉

強させていただきました。これから他の小さいクラブ

の指標となると確信しています。益々地域から信頼さ

れるクラブであることを祈念します。」 

４． お祝いのスピーチ 向井司朗富山 4 分区ガバナー補佐：

「初めて訪問しましたが、30 周年おめでとう御座い

ます。益々の発展を祈念します。」 

  

  

  

  

  

  

５．アトラクション①：開宴前の BGM を担当していただ

いたのは、バイオリンが野崎弘通さん（作曲家兼編曲

家）で、TV 番組テーマ曲などをはじめとする、いろ

んなジャンルの音楽を創造されています。ピアノは碓

井綾子さんで、指導する子供たちから愛されるピアノ

の先生です。お二人には、祝宴中にも何曲か演奏をし

ていただきました。 

６．アトラクション②：当クラブのエンタティナーの斉藤

彰会員は、野崎さん･碓井さんの伴奏で、得意のシャ

ンソン「セシボン」などを披露されました。 

  

７．アトラクション③：当クラブの劇団「はぐるま」座長

の小西勝会長は、1 週間前の高岡万葉 RC の 20 周年

に刺激を受け、急遽、登場しました。得意の浪曲「刃

傷松の廊下」とアンコールの声援を受け、「俵星玄蕃」

の歌を披露されました。 

８．アトラクション④：民謡歌手の長岡すみ子さんが、20

周年に続いて、お越し頂き、歌を披露していただきま

した。米道俊正会員のご紹介で、当初予定していまし

たが、予算の関係でこの祝賀会は質素にと一旦キャン
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セルしてあったのですが、やはり小西会長が、高岡万

葉 RC の 20 周年での、「来週の井波庄川ロータリーク

ラブの 30 周年、楽しみにしています。」との言葉で、

急遽、会長自身のポケットマネーで招待されました。

しかし、さすがプロで、会場の雰囲気を一変され、終

いには会員･家族や招待者までを含む踊りの列が出来

ました。祝宴も一気に最高潮に達しました。 

  

９．万歳三唱 市堰豊砺波 RC 会長：「本日は 30 周年、本

当におめでとう御座います。スポンサークラブの代表

として心よりお祝い申し上げます。わが砺波 RC とお

隣南砺 RC と３RC で合同の懇親会をしたり、今後と

も砺波･南砺の奉仕のリーダーとしてお互いに頑張り

ましょう。井波･庄川の地域のより良い結びつきと志

し高い奉仕の理想に更に進まれんことを祈っていま

す。」万歳三唱 

  

１０． 「手に手 つないで」：斉藤彰会員のリードで、

出席者全員が一つの輪になり、合唱しました。 

１１． 閉宴の言葉 斉藤彰会長エレクト：「特別招待

者の皆様はじめ、富山第３･4 分区の会長幹事様、本

日はご多忙中、井波庄川ロータリークラブ創立 30 周

年記念式典ならびに祝賀会にご参列頂き有難う御座

いました。今後とも、小さいクラブなりに一生懸命活

動して行きますので、よろしくお願い申し上げます。」 

  

 以上で、全ての行事が終了いたしました。 

（参考）ニコニコ BOX(坂井彦就祝宴委員長：本日 16 名

44,000 円) 

 二上桂介会長（高岡 RC）：創立 30 周年お祝い。 

 射水 RC：お祝い。 

 新湊 RC：お祝い 

 高岡万葉 RC：創立 30 周年お祝い。 

 南部勉会長・古軸裕一幹事（南砺 RC）：お祝い。 

 小西会長：お蔭様で、絶好の天気。皆様の昨夜の行いの

賜物と感謝。 

 高瀬幹事：創立 30 周年を迎え、嬉しい。ご多忙中のご

出席に感謝。 

 横山豊介会員：30 周年、会員各位の慰労。表彰に感謝。 

 木村会員：ロータリーはぬるま湯？気持ちのよさか、あ

るいは寒くて上がれない？我がクラブも 30

年。お祝いに感謝。 

 横川会員：30 周年での、表彰に感謝。皆様に支えられ

てきた事を感謝。 

 三谷会員：30 周年記念式典に出られて忘れられない思

い出。記念事業も無事終え、感謝。 

 河合会員：40 周年もお会いしましょう。40 人で！ 

 斉藤清策氏：30 周年記念式典招待に感謝。益々の発展

祈念。 

 水島会員：井波庄川ロータリークラブおめでとう。長く

続くよう、お互いに頑張りましょう。 

 山本会員：30 周年迎え、嬉しい。皆様今後もよろしく。 

      記念誌発行まで、任務遂行、頑張ります。 

 坂井会員：結婚祝、お礼。欠席続き、お詫び。30 周年

祝賀会、準備お礼。  

 

   

【編集後記】 30 周年記念式典が、会員一人一人の力を

合わせて、手作りで、無事なし終える事が出来ました。

この財産をしっかりと、次への 40 周年につなげるよう、

会員一同力を合わせて頑張りたいものです。 

 この記録は、井波庄川ロータリークラブのホームペー

ジに、会報の今特集号とは別に、写真集で掲載いたしま

す。年度末の記念誌の発行が、締めくくりの仕事です。 

                    (山本武夫) 
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